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　平内町史によると、町内の権現舞は14団体ほどあっ
たようですが、舞手の負担が大きいことや、担い手不
足などが影響して自然消滅してしまったり、その年の
門付けを断念せざるをえない地区も出てきています。
　各地区では、代々受け継がれてきた伝統を絶やすま
いと保存会などを組織し継承に努めておりますが、そ
の中でも東滝地区は後継者の育成に熱心に取り組んで
いる地区のひとつです。
　東滝権現舞・餅搗き舞保存会では小・中学生へ年に
十数回ほどの指導を続けており、この子どもたちは高
校生や社会人になっても参加してくれるそうです。こ
の日も数名の小・中学生が囃子方として帯同し、各戸
に華やかな雰囲気と笑顔を届けていました。

無病息災・福の神招聘を願い

各戸を廻り門付けする稲生権現舞

家族がそろう一年のはじまり
町内各地区で正月行事

　昨年12月に入ってからの積雪が多く、雪かきに苦労
はしながらも穏やかに未(ひつじ)年の2015年が幕を開
け、帰省中の家族が集まり賑わっていた町内各地区で
正月の伝統行事が行われました。
　１月１日(木)には、浦田、稲生、東滝などで権現舞
の門付けが行われ、一軒一軒を廻って家族の無病息災
を願いました。この日は、時折晴れ間がのぞくものの
ボタ雪が深々と降る悪天候で、舞手や囃子の方々は頭
に雪を積もらせながら一生懸命に各戸を訪ね、勇壮な
舞を舞いました。 「今年は泣かないもんね」(浦田権現舞)

子宝に恵まれるとの言い伝えもある東滝権現舞

～「平内町史上・下巻」◇「平内町史続上・下巻」好評発売中～

【価格一覧】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 町内在住者　町外在住者
①「平内町史上・下巻(再版)」　　２冊組　 4,500円　　　5,500円
②「平内町史続上・下巻(新版)」　２冊組　 4,500円　　　5,500円
③「平内町史上・下巻＆続上巻・下巻」　
　　　　　　　(①、②のセット) ４冊組　 8,000円　　 10,000円

　平成17年に町政施行50周年記念事業
の一環で編さんされました「平内町史」
を販売しております。
　町史は町民の目線に立った大変読み
やすいものとなっておりますので、是
非、一度手にとって読んでみませんか？
　なお、ご購入にあたっては代金引換
となりますので、ご了承ください。 役場　総務課　企画・防災対策室　℡７５５－２１１１問

町内の伝統芸能についても詳しく載っています
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　紅白試合の終了後には、参加者全員で餅つきをし、つ
きあがった餅をお汁粉やきな粉、ごま餅にしておいしく
いただきました。さすが柔道をしているだけあって食欲
も旺盛で、子どもたちはおかわりを繰り返し、ついた餅
をあっという間にたいらげてしまいました。
　柔道をしていたお父さんにあこがれ柔道を始めて２年
目という今田旺希君(小湊小６年)に話を聞くと、「今年
の目標は県大会でベスト８に入ること。そのためには基
礎が大事なので、練習が無い日でも走り込みなど身体作
りに頑張りたい」と力強い言葉を聞かせてくれました。
　柔道少年団では、毎週月曜日と木曜日の18：30～21：00
に練習しており、新規団員を募集しているとのことです。
見学・体験は随時受付しているとのことですので、お気
軽に立ち寄ってみてはいかがでしょうか？

　松野木町内会で毎年恒例となっている公民館主催の新
春トランプ大会が今年も元旦の午後に開催され、松野木
公民館に集まった12名の皆さんが腕を競い合いました。
　４人一組の対戦を３回戦行い、獲得した点数で順位を
決めます。お正月ですがお酒も飲まずに真剣勝負。缶コー
ヒーにお菓子やミカンなどを食べながら和気あいあいと
ゲームが進められ、約３時間の熱戦を勝ち抜いた上位入
賞者には豪華な賞品が贈られました。
　参加者に話を聞くと、「町内の人と楽しみながら交流
できる良い機会。これからも続けて参加したい」と答え
てくれました。

トランプで一年の運試し！？
毎年恒例の交流の場

　東田沢地区の椿神社で１月１日(木)正午より、歳旦祭、
春祈祷祭および42歳の除厄祭が執り行われました。
　この日の参拝者は東田沢地区から約70名。神事では
佐々木宮司による祝詞があげられ、氏子から玉串の奉奠
(ほうてん)が行われ、今年一年の家内安全、無病息災を
祈りました。
　神事の後には、それぞれの家庭で祭るための御幣(ご
へい)が配られました。椿神社で配られる御幣の一つに
は漁をする網の中に漁・お金・船・米俵・マスなどが表
されており、エビス御幣と呼ばれ、豊漁・豊作・商売繁
盛を祈る御幣ということだそうです。

　柔道少年団平内分団(太田一世団長)では１月18日(日)、
平成27年の鏡開きを行いました。
　町内小・中学校でインフルエンザが流行し、この日は
団員の半数しか参加できませんでしたが、道着姿で雷電
宮を参拝し身も心も清めた小学生の団員11名は、町立武
道館へ移動し勝ち抜きの紅白試合に挑みました。
　太田団長に今年の目標を伺うと、「もちろん大会の成
績も大事だが、常に目指しているのは礼儀正しく、健康
にということ。昔と違って兄弟も少ない中、少年団の中
ではわがままも通用しない。このような環境で元気よく
成長してもらえれば」とお話しくださいました。

椿神社で家内安全、
海上安全、豊漁祈る

紅白戦と餅つきで健闘を誓う
柔道少年団平内分団で鏡開き

この他、ひらない中央児童館で書き初めが行われました(５ページに掲載)
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　県教育委員会では、放課後など学校教育活動以外の場
面での子どもの運動量を増やすことを目的に、体を動
かすことが楽しくなるような活動を指導する「遊びの
マスター派遣」事業を行っており、11月28日(金)には東
小学校(小笠原千景校長)にNPO法人ひろさきレクリエー
ション協会理事長の小関潤子さんを招き、新聞紙を使っ
た様々な遊びや運動を指導していただきました。
　まず準備運動の片足立ちから始まり、新聞紙を徐々

「遊び」を通して
身体づくりと地域交流を

紙鉄砲飛ばしに挑戦

　東小学校では続く11月29日(土)、児童と地域の方々に
よる「ふるさと交流会」が開催されました。
　はじめに、八桁社中の八桁博人さんの指導のもと、
この日のために練習してきた全校児童による「津軽じょ
んから節手踊り」が披露され、その後、地域の方々や
近隣の園児も交えて踊り、小学生のお兄さん、お姉さ
んを見ながら真似をする可愛らしい園児の姿に和む場
面もありました。
　また、昔遊びコーナーでは、おはじきやけん玉など、
それぞれの遊び担当の児童が低学年に遊び方を教える

小関さんを中心に笑顔があふれました

世代を超えた交流が広がった昔遊びコーナー

地域の方も参加し賑やかになった手踊り

に小さくしてそれに乗ったり、滑ったり、回ったりの
運動や２人１組になり背中合わせで素早く新聞紙を取
る競争、紙鉄砲飛ばしと１時間半にわたり室内でもで
きる遊びや運動が紹介されました。子ども達は紙鉄砲
を作る際には講師の話を真剣に聴き、慣れない作業は
お互いに協力したり、どうすれば紙鉄砲が遠くまで飛
ばせるかなどを考えて行動する姿が見られました。
　放課後子ども教室では、これまでも外遊びや輪くぐ
り競走などを行なってきましたが、事業後は子ども達
同士で運動を取り入れた活動が多く見られるようにな
りました。

ほか、ホタテのかざりや折り紙などの制作を通じて、
地域の方と交流を深めました。
　最後には、子ども達一人ひとりが餅つきに挑戦し、
つき立てのお餅を味わうと「つるつるのお餅で美味し
い！」とたくさんの笑顔が見られました。
　今回のふるさと交流会は５年生が主体となり、プロ
グラム作成から、受付・進行まで行ない随所に活躍が
見られました。また、先生方からは「日頃から保護者
や地域の方々の協力があり、子ども達は地域の方々に
見守られてすくすく育っています。」と感謝の言葉が述
べられました。

幼児からお年寄りまで楽しく遊んで交流

平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう
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平成27年度奨学生を募集します

　当町では、優秀な人材育成を願って、経済的な理由
により就学が困難な者に対して奨学金を貸付し、将来
を担う平内町の人づくりに役立ち、町の発展につなが
ることを期待して平内町奨学金貸付事業を行っていま
す。つきましては、下記に基づいて平内町奨学生を募
集いたします。

１．貸付対象

平成27年４月より大学、短大、各種専門学校、高
専後期二年に入学する者、または在学中の者。
ただし、通信教育学部、大学院、放送大学、自治
医科大、防衛大、海上保安大に入学する者、その
他の奨学資金からの貸付を受けている者を除く。

①

平内町に住所を有する者の子であること(１年以上
平内町に住所を有する者)

②

２．奨学金の貸付額及び貸与期間
奨学金の額は、月額30,000円以内とする。

貸与期間は、在学校の正規の就学期間とする。
※奨学生の休学、退学、その他奨学生として不適
　当と認められる事由により、貸付の休止、中止、
　即時返還をしてもらうことがあります。

３．募集人員

募集人員は10名以内とする。

４．返還方法

奨学金の返還は、卒業の月の１年後から受給期間
の２倍の月数で返還する。

例：４年生大学を平成31年３月卒業で月賦返還す
　　る場合
　　→卒業後１年据えおき平成32年４月から返還
　　　を開始して８年間で貸付を受けた金額を返
　　　還する。

５．貸付申請手続

申請手続は、次の書類の提出が必要です。

①貸付申請書(様式第１号)
②在学証明書
③保証人承諾書(様式第２号)
④申請人の同一世帯全員及び保証人等の平成26年
　度所得証明書(平内町役場税務課)
⑤履歴事項調書
※上記の①、③、⑤の様式は平内町教育委員会学
　校教育課に備えてあります。

６．募集期間及び申込先

①平成27年４月１日～４月30日までとします。
②申込先は、平内町教育委員会学校教育課学務係(山
　村開発センター内)ですので、関係書類を添えて
　お申し込みください。

７．奨学生の決定

平成27年５月中に、文書により本人に通知します。

８．お問い合わせ先

平内町教育委員会　学校教育課　学務係
　〒０３９-３３２１　平内町大字小湊字下槻12ー１
　　TEL　７５５－２５６５(内線346)
　　FAX　７５５－２０７８

①

②

寒波に負けずに集合
元気よく恒例の書き初め

　お正月、お年玉、ひつじ。楽しかった冬休みも残す
ところあと１週間となった児童たちは、友達との再会
を喜びながら思い思いに新年の誓いを筆に託しました。
　今年で創立50周年を迎えるひらない中央児童館では、
昭和46年に習字の指導を開始して以降、正月の恒例行
事として書き初めを行っています。爆弾低気圧が北日
本を覆った１月７日(水)にも、９名の児童が元気に集ま
り、寺島満穂先生、佐藤むつ子先生の指導を受けました。
　「げんき」の文字を書き終えた田中結子さん(小湊小
２年)に感想を聞くと、「自分としては上手に書けた。
熱を出さないで「げんき」な年にしたい」と答えてく
れました。
　書き初めの後には、これも恒例となっているくじ引
きがあり、昔懐かしい「あん玉」や「ラーメンくじ」
が行われ、児童も指導者も一緒になり楽しみました。

ひらない中央児童館　℡７５５ー２３５４問

クリスマス会ではケーキを作りました

　ひらない中央児童館では、平成27年度登録児童の募
集を行います。
　児童館では、ボランティアの先生の指導による習字、
珠算、将棋教室などを行っています。
　また、親子バス遠足、キャンプ、児童館まつり、ク
リスマス会など様々な楽しい行事も開催されます。
　詳細についてはお問い合わせください。

ひらない中央児童館では
登録児童を募集しています

【申込締切日は３月20日(金)です！】

それぞれの作品を手に集合写真
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生涯学習カレンダー　２月

６日(金)  ◆ハクチョウのまちフォトコンテスト展示会～11日(水)

７日(土)  ◆第53回平内町民スキー大会

12日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

13日(金)  ◆私立高等学校一般入試試験日

15日(日)  ◆家庭の日

17日(火)  ◆平内町文化・スポーツ賞授与式

26日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

○２月の休館日 　８日・11日・22日

◆一般書◆

①教団Ｘ　　　　　　　　　　　中　村　文　則

②晩鐘　　　　　　　　　　　　佐　藤　愛　子

③福も来た　　　　　　　　　　群　　　ようこ 

④風のベーコンサンド　　　　　柴　田　よしき

⑤波止場浪漫　上・下　　　　　諸　田　玲　子

⑥東京ブラックアウト　　　　　若　杉　　　冽

⑦マル暴甘糟　　　　　　　　　今　野　　　敏

⑧営繕かるかや怪異譚　　　　　小　野　不由美

⑨逢魔　　　　　　　　　　　　唯　川　　　恵

⑩これでいいのか青森県　　　　鈴木士郎・佐藤圭亮

◆ハクチョウのまちフォトコンテスト展示会
   県内各市町村の皆さんから多数のご応募をいた
だきました。
　お勧めの１枚から奇跡の１枚まで展示していま
すのでぜひご来場ください。

　　　　展示会　２月６日(金)～２月11日(水)
　　　　表彰式　２月11日　11：00～
　　　　場　所　平内町山村開発センター

幼稚園児を募集しています

募集人員　30名
応募資格　満３歳児～５歳児
募集時期　随時
そ の 他　17時30分までの延長保育も行っています。

山彦幼稚園

　　　℡７５５－４９４９
問

　山彦幼稚園では、平成27年度入園児童を募集して
います。

小さな掛金、大きな補償！！
スポーツ安全保険への加入を

　スポーツ安全保険とはスポーツ活動、文化活動、ボ
ランティア活動、地域活動などを行う社会教育活動(５
名以上の団体)を対象とした保険です。

【対象となる事故】
　団体活動中、往復中の事故など
　(自動車事故による賠償責任は適用外)

【補償内容】
　傷害保険(通院、入院、後遺障害、死亡)、賠償責任保険、
　突然死葬祭費用保険

【加入受付期間】
　平成27年３月１日～平成28年３月30日

【掛金】
　１人年額８百円～１万１千円(年齢、活動による)

　詳細はお問い合わせください。

スポーツ安全協会青森県支部

　　℡７８２－６９８４

問

絵本の読み聞かせで学校支援

　町内有志が集まり活動を続ける家庭教育の支援団体
「どりーむ」(本堂順子会長)による絵本の読み聞かせが、
毎週火曜日に山口小学校で行われています。
　読み聞かせには想像力や言語能力を高め、感情を豊
かにするなど、情操教育に高い効果があるとされてお
り、この日も、教職員の方と一緒に朝のあいさつ運動
に加わり笑顔で声掛けをしながら児童を迎えた会員の
皆さんは、授業前の15分間を活用して「のんちゃんと
白鳥」など絵本の読み聞かせを行いました。

　数年来取り組んできたその効果の表れか、絵本を読
み終えると児童は進んで手を挙げ、物語のあらすじを
的確に捉えた感想やお礼の言葉を述べるなどとても積
極的でした。「どりーむ」の皆さんは、「準備など大変
だが、やりがいがあって自分たちも楽しんでいる。子
どもたちにもっと本に興味を持ってもらえるような題
材を選び、続けていきたい」と今後の抱負なども話し
てくださいました。読み聞かせは幼少時代から始める
とより一層効果が高いと言われています。ぜひご家庭
でも実践しましょう。

巧みな話術で物語に引き込まれます
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hiranai

保健福祉だより 脂質異常症ってどんな病気？
脂質異常症は、

血液中の脂質が増えすぎる病気です

脂質異常症

役場　保健福祉課　保健係

　　　℡７５５－２１１４(内139)
問

　脂質異常症というのは、血液中の脂質、具体的にはコレステロー
ルや中性脂肪が、多すぎる病気のことです。
　「血液の中にアブラなんかあるの？」って思うかもしれませんが、
血液中にはコレステロール、中性脂肪、リン脂質、遊離脂肪酸の４
種類の脂質が溶け込んでいます。
　ところが、血液中の脂肪が異常に増えてもふつうは痛くもかゆく
もないのです。だから自分では気がつかず「脂質異常症です」と言
われても何を意味するのかわからずにそのまま放置する人もいます。

　放置すると増えた脂質がどんどん血管の内側にたまって、
動脈硬化になってしまいます。動脈硬化になっても自覚症状
はなく、ついには、心筋梗塞や脳梗塞の発作を起こしてやっ
と脂質異常症の重大さに気がつくことになります。

動脈硬化

心筋梗塞・脳梗塞

最悪の場合、死亡

放置する

放置する

放置する 脂質異常症を放置してはいけません！！

あなたの生活をチェックしてみましょう

□家族に脂質異常症や動脈硬化の人がいる
□高血圧あるいは境界型血圧である
□日常的にあまり歩かない
□痛風がある
□甘い物や乳脂肪製品、果物が好き
□糖尿病、あるいは血糖値が高め
□肥満傾向である
□お酒を良く飲む
□肉や脂っこい食べ物が好き
□女性で閉経している

※チェックが多いほど、脂質異常症になる可
　能性が高くなります

脂質異常症の原因は体質や環境など
いろいろありますが予防は食事と運動です

　脂質異常症は生活習慣に関連した原因が重なって発
症してきます。遺伝的な要因の他に過食、高脂肪食、
運動不足など食事や運動に絡んだ要因が多いので、気
になった方はできることからはじめましょう！！

○偏らず栄養バランスのとれた食事を

○適正な体重を保ちましょう　
　ＢＭＩは22が理想
　　体重(kg)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)
　　　※身長が160cmだと56.3kgが理想体重です。
　　　　（56.3kg÷1.6ｍ÷1.6ｍ≒22）

○油の取り方に注意しましょう
　　肉類1に対して魚や植物油を2くらいに

○野菜をしっかり食べましょう
　　（ビタミンやミネラル、食物繊維がとれます）

○脂質異常症の方はコレステロールを多く含む食品を
　控える(低めの食品は大豆製品・野菜・海藻・魚など)

○砂糖や果物、お菓子類、お酒は控えましょう

○楽しく続けられる有酸素運動を
　　(ウォーキングやサイクリングなど)

脂質異常症の原因となるコレステロールや
中性脂肪は悪いものなのですか？

　多すぎるのは問題ですが、コレステロールや中性脂
肪自体は大事なものです。
　ふつう、血液中に含まれているものは、体になくて
はならないものです。脂質も大切な栄養素で、コレス
テロールは細胞や細胞膜の重要な成分ですし、ホルモ
ンや胆汁酸などの材料にもなっています。とにかく多
すぎるのが問題となります。自分のデータを知ること
は大事です。特定健診等では必ず検査しますので、是
非活用しましょう。

自分が脂質異常症になりやすいタイプか
どうか、よく知ることが大事です！

　自らの生活習慣に無関心のままでいると、食べすぎ
や飲みすぎが肥満につながり、脂肪の摂りすぎがコレ
ステロールの数値を上げてしまいます。
　日々の生活を見直し、健康なライフスタイルをコン
トロールしていきましょう。
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　12月1日(月)、風の強い悪天候の中、第１回「漁師の
健康を考える会」が平内町漁協小湊支所にて開催され
ました。
　この会は平内町漁協の全面的なバックアップのも
と、東地方保健所と平内町が共催して行いました。
　平内町の平均寿命は男女とも全国平均を大きく下
回っていることから、基幹産業であるホタテ産業を守
るために健康づくりを進めるため間木、東滝をモデル
地区に指定し、漁業に関係する代表の方々から意見を
聞く場として開催したものです。

第1回「漁師の健康を考える会」開催

　昨年度アンケート調査を行い、この地区では漁業者
の方が健診受診率が低いこと、間食で菓子パンを食べ
ている割合が高いこと、砂糖入りの缶コーヒーを多く
飲んでいることなどが分かりました。今回は『健診』
をテーマに話し合いを行い、みなさんからたくさんの
意見をいただきました。いただいた意見を、今後の健
診に反映させることはできないかと検討し、できるだ
け多くのみなさまに健診を受けていただける体制をつ
くりたいと思っています。
　次回は１月に「食生活」をテーマに話し合いをする
予定にしています。「自分の健康は自分で守る」を合
言葉に、地域みんなで短命県返上に向けて健康づくり
を進めていきたいと思っていますので、みなさんも一
緒に頑張りましょう！

真剣な話し合い風景

付箋紙を活用し活発な意見交換がされました

　和食がユネスコ無形文化遺産に登録されたことからも注目
されている、だし。
　だしのうま味には、塩味による味付けを補い、食材の持つ
おいしさを引き立てる役割があることが知られています。ま
た、だしのうま味と風味は、より一層料理をおいしくします。
　この「だしの力」を活用して、減塩を推進する活動「だし活」
が、ここ青森から動き出しています。

全国初「だし活」始動！！

　だしのうま味で味付けすれば、おいしく無理なく減塩できて、生活習慣病の予
防や食育につながります。
　煮干しや焼干し、昆布、ホタテなど、農林水産物が豊富な青森県には、おいし
いだしの出る食材がたくさんあります。ご自身やご家族、大切な方の未来の健康
のために、毎日の生活に「だし」を積極的に取り入れていきましょう。

青森県農林水産部総合販売戦略課　

 　℡７３４－９５７２

　 mail： hanbai@pref.aomori.lg.jp

問

美味しく食べて家族で減塩！
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年金保険料の免除期間・
納付猶予期間がある方へ

役場　保健福祉課　年金後期医療係

　　　　　℡７５５－２１１４(内線133)

青森年金事務所

　　　　　℡７３４－７４９５

問

　国民年金保険料の免除(全額免除・一部免除・法定免除)、
若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間
がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年
金(65歳から受けられる年金)の受け取り額が少なくなり
ます。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢
基礎年金を増額するために、10年以内であれば遡って古
い月分から納める(追納)ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から
起算して３年度以降の追納の場合、当時の保険料額に一
定の加算額が上乗せされます。
　詳細はお問い合わせください。

　町では、平成21年度から小湊小学校の余裕教室を利
用して「放課後児童クラブ」を開設し、遊びを主とす
る活動を通じて児童の育成と保護者の就労を支援する
事業を行っております。
　このたび、「放課後児童クラブ」内での児童(１年生
～３年生)の過ごし方を指導し、健全育成を図る目的で
放課後児童クラブ指導員を募集いたしますので、お知
らせします。

◆採用人員：１名(平内町在住者を優先する)

◆応募資格：
　次のうち、いずれかに該当する方であること。
　①保育士の資格を有する方
　②社会福祉士の資格を有する方
　③高等学校以上を卒業した方であって、２年以上児
　　童福祉事業に従事した方
　④幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は中等教育
　　学校の教諭となる資格を有する方
　⑤大学または大学院において、社会福祉学、心理学、
　　教育学、社会学、芸術学もしくは体育学を専修し
　　卒業した方
◆勤務時間：①通常時　
　　　　　　　◇月～金曜日(14時～18時まで）
　　　　　　　◇土曜日(午前・午後の交代制)
　　　　　　　　　・午前（８時～13時）
　　　　　　　　　・午後（12時～18時）
　　　　　　②長期休暇中の場合
　　　　　　　◇月～土曜日　午前・午後の交代制
　　　　　　　　　・午前(８時～13時)
　　　　　　　　　・午後(12時～18時)

◆採用期日：平成27年４月１日

◆賃　　金：700円／時(雇用保険加入)

◆応募方法：履歴書の提出により応募とする。
　　　　　　平成27年２月27日(金)17時《必着》
　詳細はお問い合わせください。

放課後児童クラブ指導員を募集します。

役場　保健福祉課　福祉係
　℡７５５－２１１４(内線151)

問

☆支給対象者
　　後期高齢者医療制度に加入している方
　で医療保険と介護保険の自己負担額(注)の
　両方の支払いをした方が支給の対象とな
　ります。世帯内に後期高齢者医療制度に
　加入している方が複数いる場合は、世帯
　で合算します。

☆対象期間
　　毎年８月１日から翌年７月31日までの
　１年間です。

☆支給額
　　医療保険と介護保険の自己負担額の合
　計が、所得区分に応じた自己負担限度額
　(表)を超えた場合に、その超えた額が支給
　されます。
　　ただし、超えた額が500円以下の場合は
　支給対象となりません。

☆支給申請
　　支給を受けるには必ず申請が必要とな
　ります。
　　なお、支給の要件に該当すると思われ
　る世帯には、２月下旬に青森県後期高齢者
　医療広域連合から支給申請のお知らせを
　お送りします。お知らせが届いた方は役
　場保健福祉課窓口にて申請してください。
　　また、対象期間の途中に後期高齢者医
　療制度に加入した方や転入してきた方等
　がいる世帯、７月31日時点で死亡・生活保
　護受給等により後期高齢者医療被保険者
　の資格を喪失している方がいる世帯には、
　支給対象となる世帯でも、支給申請のお
　知らせが送られない場合がありますので、
　対象になると思われる方は担当までお問
　い合わせください。

後期高齢者医療　被保険者の方へ

問 役場　保健福祉課　年金後期医療係

　℡７５５ー２１１４(内線134)

青森県後期高齢者医療広域連合

　業務課　給付チーム

　℡７２１－３８２１

高額医療・高額介護
合算療養費支給申請のお知らせ

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得 67万円

一般 56万円
低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、　
　　　　　世帯員全員の各所得金額が０円の方
　(注)自己負担額は支払った額から高額療養費や
　　  高額介護(予防)サービス費を除いた額です。

(表)
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　平成27年４月から子ども・子育て支援制度がスタートする予定です。
　新制度では、「幼稚園」と「保育所」に加えて、「認定こども園」の普及を図るこ
とによって、教育・保育の場を増やす取組を進めることとされています。

認定こども園や幼稚園、保育所などの入園・入所手続が変わります

新制度で利用できる教育・保育の場

(対象：３～５歳)
　小学校以降の教育の基礎をつくる
ための幼児期の教育を行う学校

　幼　稚　園　
(対象：０～５歳)
　就労などのため家庭で保育のでき
ない保護者に代わって保育する施設

　保　育　所　

(対象：０～５歳)
　幼稚園と保育所の機能や特長をあわ
せ持ち、地域の子育て支援も行う施設

　認定こども園　

利用するためには

　施設などの利用を希望する保護者の方に、次の３つの認定区分に
応じた認定を受けていただきます。

対象となる場合 利用先

１号認定 お子さんが満３歳以上で、教育を希望する場合 幼稚園、認定こども園

２号認定
お子さんが満３歳以上で、保護者の就労又は疾病等のため、
保育所等での保育を希望する場合

保育所、認定こども園

３号認定
お子さんが満３歳未満で、保護者の就労または疾病等のため、
保育所等での就労を希望する場合

保育所、認定こども園

役場　保健福祉課　福祉係
　℡７５５－２１１４(内線144)

問

　新制度における入園・入所手続などについて
は、町ホームページもご覧ください。
また、詳細については、入所希望先の保育所、
幼稚園又は下記担当までお問い合わせください。

受付場所
【新規利用希望者】役場　保健福祉課　福祉係（⑦番窓口）
【継続利用希望者】各保育所・幼稚園

利用手続き期間
平成27年２月6日(金)～２月13日(金)

利用手続き

幼稚園等を利用希望の場合(１号認定希望の場合)

　①幼稚園等に直接、利用申込み
　②幼稚園等から入園の内定
　③幼稚園等と通じて利用のための認定を申請
　④幼稚園等を通じて町から認定証が交付
　　（１号認定）
　⑤幼稚園等と契約

保育所等を利用希望の場合(２・３号認定希望の場合)

　①町に「保育の必要性」の認定を申請
　②町から認定証が交付(２号、３号認定)
　③保育所等の利用希望の申込み
　　(希望する施設名などを記載）
　④申請者の希望、保育所等の状況などから町が利用調整
　⑤利用先の決定後契約

☆ 子育て支援センター ☆
２月の行事予定

平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

日　　程 活動・場所 内　　容

２月３日(火)
９：45～11：15

親子ふれあいワーク

支援センター
　保育園の豆まき会に参加し

　ませんか？

２月９日(月)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル

支援センター
　絵本や紙芝居などの

　読み聞かせを行います

２月20日(金)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

　・身体測定

　・ひな祭り製作をします

問
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平内中央病院からのお知らせ

１．職種及び採用人員

　　・薬剤師(職員)　　　１　名
　　・理学療法士(職員)　若干名	　
　　・作業療法士(職員)　若干名
　　・言語聴覚士(職員)　若干名
　　・看護補助員(嘱託職員)　若干名	

２．受験資格

　　・職員は各職種の資格を有する(免許取得見込者  
　　　含む)、59歳(採用時)以下の方。
　　・嘱託職員は、介護福祉士又は介護職員初任者研
　　　修修了者・ホームヘルパー２級以上の資格を有
　　　する方。

平内中央病院の職員を募集しています

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平内中央病院では、常勤の医師(定年退職された方も
大歓迎です！)を随時募集しておりますので、勤務を希
望される方はお問い合わせください。また、知人やご
友人に医師の方がおりましたら、平内中央病院で医師
を募集していることなどを、お知らせしてくださるよ
うお願いいたします。

常勤医を随時募集中！

　平内中央病院では、病気や高齢による寝たきり状態な
どが原因で、通院が困難なため家庭において療養を行っ
ている方に対して、医師や看護師が計画的かつ定期的に
家庭を訪問し、診療や看護の指導を行う在宅訪問診療を
行っております。
　地域の病院として皆様が安心して、在宅での療養が受
けられるように努めてまいります。地域医療福祉連携室
にご相談くださいますようお願いいたします。

◆訪問担当
　　医師及び看護師

◆訪問時に行う診療内容
　　・患者の状態観察(異常の早期発見)、定期的な血液
　　　検査等
　　・患者及び家族への指導(食事、体位交換、排泄、　
　　　床ずれの処置など)

◆訪問診療の料金
　　診療報酬から算定し、患者さんの保険(国保・後期・
　社保)による自己負担割合分となります。

　詳細につきましては、お問い合わせください。

３．試験日及び試験場所

　　申込み後、受験票にてお知らせいたします。

４．試験方法

　　面接による

５．受験手続及び申込書提出期限

　　受験申込書は、平内中央病院で準備していますの
　　で、必要事項を記入のうえ、提出してください(郵
　　送可)。
　　・提出期限：随時
　　※受付時間は、８時15分から17時までです。　　　
　　　　　(土・日・祝日を除く)

６．採用期日及び勤務場所

　　・採用期日：薬剤師は平成27年４月１日、その他
　　　　　　　　は随時
　　・勤務場所：平内中央病院

７．給与等

　　・職員は平内町職員の給与条例等による。
　　・嘱託職員は、月額135,500円以上、賞与年２回、　
　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労働災害保険
　　　加入

在宅訪問診療のご案内

平内中央病院　地域医療福祉連携室
　TEL７５５－２１３１(内195・196)
　FAX７５５－３０８１

問

お気軽にご相談ください！

今年も笑顔であふれました
～クリスマスコンサート～

　12月17日(水)、毎年恒例となった未来創造ひらない塾
(船橋正彦塾長)主催のクリスマスコンサートが当院リハ
ビリ室で開催され、どんぐりコーラスによるクリスマ
スソングの合唱や琴好会による情緒あふれる大正琴の
演奏が、集まった入院患者ら約50名を魅了しました。
　どんぐりコーラスの合唱では振りがつけられた歌が
披露され、来場者も腕を前後に動かすなどして歌い合
唱に参加。元気に身体を動かしながら楽しいひと時を
過ごしました。
　コンサート終了後には、来場者にリンゴが配られ、
思いがけないプレゼントに会場が一層華やかに。終始
笑顔の絶えないコンサートになりました。
　ご協力いただいたボランティアの皆さん、ありがと
うございました。

来場者も参加し会場みんなで大合唱になりました
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暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

　不動産取得税は、土地や家屋の売買、贈与、交換な
どによる取得に対して課税される県の税金です。
　住宅を新築したり、中古住宅を取得した場合等で、
一定の要件に該当すると、申請により土地及び家屋に
係る税額が軽減される制度があります。
　詳しくは、お問い合わせください。

問 東青地域県民局　

　県税部　課税第二課

　　℡７３４－９９７３

住民税申告をお忘れなく！！
　平成27年度課税の住民税に関する納税相談(申告)を
２月２日(月)から受付します。毎戸配布された日程表
を確認し、相談してくださるようお願いいたします。
　また、住民税の住宅借入金等特別税額控除につい
ては、税源移譲による住宅ローン減税(経過措置)の他
に景気対策を狙いとした減税があります。対象とな
る方は、平成11年～18年及び平成21年～26年までに
入居された方です。
　給与所得のみの方で勤務先において住宅ローンの
年末調整を終えた方以外は、確定申告が必要です(期
限：平成27年３月16日)。

　生活保護を受けたり、災害（火災・風水害等）、その
他特別の事情により税金を納めるのが困難な場合、納
期限前７日まで（国民健康保険税は納期限まで）の申
請により税金が免除、減額されることがあります。ま
た、納税について様々な相談を受けています。

　例えば、

・本来の納期限ではなく、毎月の給料日に納付したい。

・農業、漁業を営んでいるが、収穫又は水揚げの時に
　まとめて納付したい。

・事情により滞納になってしまったが、一括では納付
　できないので少しずつ納めていきたい。

　といった場合など、事情に応じた納付方法等につい
て相談を行っています。町税の納付についてお悩みが
ある方は、お気軽にご相談ください。

納税相談を行っています

問 役場　税務課　収納係
　℡７５５ー２１１５(内線249、250)

問 役場　税務課　住民税係
　℡７５５ー２１１５(内線245、246)

【青森税務署からのお知らせ】

復興特別所得税の記載漏れに
ご注意ください！！

　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税(原
則として各年分の所得税額の2.1％)を所得税と併せて
申告・納付することとなっています。
　平成26年分の確定申告書の作成に当たっては、復
興特別所得税額欄(※)の記載漏れのないようにご注意
ください。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」をご利用いただければ、画面の案内に従っ
て金額等を入力することにより、税額などが自動的
に計算され、計算誤りのない申告書を作成すること
ができますので、是非ご利用ください。

※確定申告書Ａ様式35欄、Ｂ様式41欄

青森税務署に
申告書作成会場を開設します

東青地域県民局よりお知らせ

不動産取得税を
軽減できる制度があります

　青森税務署では、庁舎内に「申告書作成会場」を開
設し、パソコンを利用して申告所得税及び復興特別所
得税、個人事業者の消費税等及び贈与税の申告書作成
をサポートします。

【申告書作成会場の開設日時】
　平成27年2月2日(月)～3月16日(月)
　　(土、日、祝日を除く)　９時～17時まで
　※2月22日と3月1日に限り日曜日も開設します。

　なお、申告書の作成・提出は、ご自宅から便利な
e-Taxをご利用ください。
　詳しくは、国税庁ホームページ(www.nta.go.jp)をご
覧ください。

　自動車税の納税通知書は、原則として自動車検査証
に記載されている住所にお送りすることとなっており
ます。引っ越し等で住所が変わったときには、運輸支
局等において住所の変更登録の手続きが必要です。
　すぐに変更登録ができない場合は、役場税務課の窓
口に備え付けの専用チラシ等により地域県民局県税部
にご連絡をいただければ、納税通知書を新しい住所に
お送りすることができます。　
　また、県税・市町村税インフォメーション【http://
www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html】の中の「自動車
税住所変更届」からも、自動車税の住所変更の届出を
することができます。
　事務処理の都合上、４月上旬までにご連絡をお願いし
ます。
　詳しくは、お問い合わせください。

引っ越しをされる皆さんへ

自動車の引っ越しも忘れずに！

問 東青地域県民局　

　県税部　課税第三課

　　℡７２２－１１１１

　　　(内6616・6617・6618)
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今月のお知らせ

ＮＥＷＳ２
2015

除雪ボランティア活躍中！

平成27年産からゲタ・ナラシ対策の
交付対象者が変わります！！

　国では、「畑作物の直接支払交付金(ゲタ対策)」及び
「米・畑作物の収入減少影響緩和対策(ナラシ対策)」の
交付対象者を、27年産から認定農業者、集落営農、認定
新規就農者に限定します。いずれも担い手の方が幅広
く参加できるように、当面は作付け面積等の規模要件
は設けません。
　まだ認定農業者等の担い手となっていない方は、27年
産の加入申請期限(27年６月末)までに、認定農業者や
認定新規就農者となっていただくか、集落営農を組織
して参加していただくことが必要です。
　該当者には、個別に文書をお送りしておりますが、
詳細についてはお問い合わせください。

　今冬も昨年12月上旬から絶えることなく雪が降り続
き、皆さん雪かきに汗を流されているかと思いますが、
高齢者の一人暮らし世帯も例外ではなく、除排雪の悩み
は深刻な問題となっています。
　そうした地域の要請に応え、平内町社会福祉協議会(石
田康男会長)が取りまとめる除雪ボランティアが高齢者
宅に出向き除雪作業に活躍しています。
　ボランティアとして除雪作業に当たるのは社会福祉協
議会職員、役場職員有志のほか青森県玉葉会(白鳥ホーム)
や青森東高校平内校舎、松風塾高校からも申し出があり、
職務や授業の合間を縫って出動し、年間約30世帯の除雪
を行なっています。
　対象となるのは高齢者や身障者のみの世帯のうち自力
で除排雪作業ができない方で、除雪の範囲は生活道路の
確保や家屋の倒壊等、緊急性のある部分のみを行います
(※屋根の雪下ろしは行っていません)。
　この日お手伝いしたお宅の方は、「屋根雪が落ちて窓
が割れてしまっていた。これでしばらくは安心できる」
と安堵の表情を見せていました。
　自宅や学校、職場の除雪に加えて作業をしていただい
たボランティアの皆さん、お疲れさまでした。

町内をあげ出生を祝う

　間木町内会(遠嶋武憲会長)では１月10日(土)、間木
コミュニティセンターにおいて「新生児祝い金」贈
呈式を行い、遠嶋将輝さんの長男、啓嗣(けいし)君へ
祝い金が贈られました。
　将輝さんのご家族は、父の道夫さんご夫妻と祖父
の政雄さんご夫妻が健在で、啓嗣君の誕生で４世代
家族となりました。この日は、啓嗣君へのお祝いに
併せ、遠嶋さんご家族の繁栄、長寿を称え町内会か
ら顕彰状が贈呈されました。
　今回で３度目となる贈呈式は、昨年同様に間木婦
人会の総会の場を借りて行われ、懇親会では遠嶋さ
ん家族を囲んで和やかな雰囲気で誕生を祝いました。

問 役場　農政課　農業振興係

　　℡７５５－２１１７(内260)

なまこの密漁を許すな！

　陸奥湾のナマコ資源は、密漁者のために少なくなって
います。私たちの町の財産を盗む密漁者は、絶対に許す
ことはできません。
　地域住民のみなさんには、不審な船や車、不審者など
を見かけたら下記まで情報提供をお願いします。
　ただし、危険なので必要以上に近づかないように、ご
注意の上、ご協力くださるようお願い申し上げます。

【緊急連絡先】
　(陸上の場合)警  察  ℡１１０
　(海上の場合)青森海上保安部 ℡７３４−２４２１

【緊急ではない情報】
　(陸上)青森警察署 　℡７２３−０１１０
　(海上)青森海上保安部 　℡７３４−２４２１
　平内町漁業協同組合　　℡７５５−４１１１
　平内町 水産商工観光課   ℡７５５−２１１８

県内の交通安全概況
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電気保安協会からのお願い

　電気は、二酸化炭素(CO2)を排出しないクリーンエ
ネルギーですが、発電するためには、石油、天然ガス
(LNG)、石炭を使っています。省エネに心がけましょう。

電気製品の使用でもCO2が排出されます

下水道のお問い合わせは　役場地域整備課へ(℡755-2116)

青森市民消費生活センターのご案内

　青森市民消費生活センター(青森市)では平成26年４月
１日より、東青地域４町村(平内町、外ヶ浜町、今別町、
蓬田村)の方からの消費生活相談を受け付けています。
お気軽にご相談ください。

◆相談内容　契約トラブル、多重債務、保証人など消費
　　　　　　生活全般に関するご相談
◆受付日時　月曜日～金曜日(祝日・年末年始はお休み)
　　　　　　８：30～18：00
◆電話番号　７２２ー２３２６(FAX兼用)
◆所在地　　〒030-8555
　　　　　　青森市中央１丁目22－５
　　　　　　（青森市役所本庁舎2階）

問 役場　水産商工観光課　商工観光係

　　　℡７５５－２１１８(内326)

赤十字活動資金にご協力ください

　近年わが国では、東日本大震災の傷も癒えぬ中、台風
災害や大雨による土砂災害が頻発し、毎年のように全国
各地に深刻な被害を被っていますが、昨年９月27日には、
長野県と岐阜県にまたがる御嶽山が噴火するという予想
だにしない自然災害が発生し、多くの尊い人命が失われ
ています。
　日本赤十字社では、東日本大震災の被災地のために、
世界各国の赤十字社などから寄せられた約1千億円の海
外救援金を投入して医療・教育・福祉など、多岐にわた
る復興支援活動を行っているほか、御嶽山の噴火災害で
は、長野県支部、岐阜県支部などで編成した救護班13班
を派遣し、負傷者の救護や遺族等に対する「こころのケ
ア」活動などを行っています。
　青森県支部では、災害発生時に速やかに被災者のいの
ちと健康が守れるよう、医療救護班DMATチームの育成
のほか、県内各地域の自主防災組織などを対象に防災セ
ミナーを実施するなど、県民の防災意識の普及に努めて
います。また平成25年度、県内で発生した火災や風水害
に対して、毛布などの救援物資の交付を565件行い、当
町においても、火災で罹災された方に対する救援物資が
２件交付されました。
　これら災害救護活動のほかにも、人命救助を目的とす
る救急法等講習会の普及、地域等で福祉活動を推進する
赤十字奉仕団の育成や、子どもたちの“やさしさと思い
やり”の心を育む青少年赤十字の育成などの多岐にわた
る活動を行っており、これらは赤十字社員が納めてくだ
さる社資(社費・寄付金)を財源に行われています。
　昨年、町民の皆さまにご協力いただいた社資は
2,522,800円となりました(平成26年12月現在)。ご協力い
ただき心より厚くお礼申し上げます。
　日赤青森県支部では、平成27年２月１日より、平成27
年度に実施する赤十字活動の資金確保のため、≪赤十字
社員増強・社資増収運動≫を実施いたします。
　日本赤十字社が果たすべき役割と≪赤十字社員増強・
社資増収運動≫の主旨をご理解いただき、日赤青森県支
部が行う赤十字活動の普及・推進のため、平内町の住民
のみなさまの赤十字社員への加入ならびに平成27年度の
社資(社費・寄付金)のご協力について、よろしくお願い
申し上げます。

冬季労働災害防止運動展開中！
平成27年３月31日まで

問 日本赤十字社青森県支部　組織振興課

　　　　　℡７２２－２０１１

日本赤十字社青森県支部平内町分区

　　担当　町民課生活環境係

　　　　　℡７５５－２１１３

障害者就職面接会のお知らせ

　青森公共職業安定所では、障害者の雇用促進を図るた
め、下記の日程により平成26年度第２回障害者就職面接
会を開催いたします。就職を希望される障害者の方は、
お問い合わせください。

◆開催日時　平成27年２月６日(金)　13：00～15：30
◆開催場所　ホテル青森３階　孔雀の間
◆参加費　　無料

問 青森公共職業安定所

　専門援助部門　伊藤・秋元

　　　℡７７６－１５６１(43＃)

冬季特有の労働災害を防止しましょう

　毎年、事業場構内の駐車場や屋外の通路等で転倒災害
が多発していますので、各事業場においては、冬季労働
災害防止対策の徹底を今一度お願いします。

問 青森労働基準監督署　安全衛生課

　　　℡７３４－４４４４

転倒災害防止のための留意事項(転倒しやすい箇所等)

○駐車場、通路や玄関付近
　(凍結や雪が踏み固められて滑りやすい)

○凍った路面
　(雪が積もり気づきにくい)

○敷き鉄板
　(雪や氷が付着すると滑りやすい)

○雪道を歩いた後に事務所等に入るとき
　(靴底についた　雪や氷で滑りやすい)

○車の運転席やトラックの荷台
　(降りるときに体勢を崩　して滑りやすい)

○階段や段差のある通路

○除雪車で除雪された路面
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平内いきいき健康館　よごしやま温泉　２月の臨時休館日は25日(水)　
～毎月１日・16日は９時から入浴できます～

人口と世帯
男 …  5,740 人 ( －   10 人 )
女 …  6,244 人 ( －   17 人 )
計 … 11,984 人 ( －  27 人 )
世帯数…5,109 世帯 ( － 14)

平成 27 年１月１日現在
(　) は、前月との比較

戸籍の窓口
12
月
受
付
分

　赤ちゃん名 　 (親) 　住所地

塩　越　　慧
けい

 ( 浩 幸 )第 １ 小 林

石　塚　菜
な

々
な

実
み

 ( 理 実 )埼 玉 県

花　摘　　駿
しゅん

 ( 竜 斗 )八 戸 市

八　戸　皇
こう

　弥
や

 (嘉寿仁)清 水 川

お誕生おめでとう

お悔やみ申し上げます

ご結婚おめでとう

佐　藤　香　吾　　大 和 山

佐　藤　彩　有　　北 海 道（

本籍地

（

平成27年度青森県交通災害共済加入受付開始！

【１日１円でご家族の安心を】
　平成27年度青森県交通災害共済の加入受付を、
平成27年２月２日より役場町民課において開始い
たします。交通災害共済は日本全国どこで起きた
交通事故でも弔慰金またはケガの程度に応じて見
舞金をお支払する共済制度です。

弔慰金、見舞金の対象となる交通事故

(１)自動車、バイク、自転車、介護人の付いていな　
　  い車イスなどの道路交通による人身事故
(２)歩いていて車にはねられたり、ひかれたりした　
　  事故
(３)自転車で走行中に転倒したり、追突されてケガ　
　  をしたとき
(４)自転車の補助いすに子どもを乗せて走行中、子　
　  どもがスポーク等に足をはさみケガをしたとき
(５)自転車運転中、誤ってガードレール等にぶつか　
　  り、ケガをしたとき

共済弔慰金、見舞金金額表

災害の程度 等級 金額

 死亡した場合 １ 1,000,000円  

実治療日数
180日以上で

 入院180日以上
 を含む

２ 150,000円

 入院90日以上
 180日未満を含む

３ 130,000円

 入院90日未満又は
 入院がないものを含む

４ 110,000円

実治療日数
90日以上

180日未満で

 入院90日以上
 を含む

５ 80,000円

 入院90日未満又は
 入院がないものを含む

６ 60,000円

 実治療日数60日以上90日未満 ７ 45,000円

 実治療日数30日以上60日未満 ８ 35,000円

 実治療日数10日以上30日未満 ９ 25,000円

 実治療日数10日未満 10 20,000円

(日数の計算は全て治療した日数によります)
共済会費

　年間１人　350円

共済期間

　平成27年４月１日～平成28年３月31日までの１年
間(平成27年３月31日までに加入をされた方は予約加
入扱いとなります)。平成27年４月１日以降に加入さ
れた方は、加入したその日から平成28年３月31日ま
でです。

交通事故にあったら

　必ず警察署又は最寄りの交番に届け出てください。
　相手のいない自転車等の自損事故も届けましょう。

問 役場　町民課　生活環境係

　℡７５５－２１１３(内線127)

（
（

　　　　　　　　　   喪主   住所地

柳　沢　キ　ミ(89) 勇　一 東 沼 館

天　間　タ　ダ(81) 和　人 第１勝田町

遠　嶋　德　美(85) 正　人 間 木

江　戸　ソ　メ(99) 康　一 第２口広

蝦　名　善　治(73) 善　幸 第２内童子

福　地　福　一(77) 綾　子 第１元町

久　保　ト　ミ(82) 芳　樹 第２勝田町

蝦　名　文　明(66) 由喜子 第１内童子

濱　田　常　志(69) 幸　子 浅 所

柴　田　鐵　男(85) 和　春 新 生 町

今　　　とみゑ(84) ふみ子 小 豆 沢

辻　村　里　り(84) 尚　義 浜 子

盛　　　リ　ヱ(82) 照　枝 藤 沢

植　村　正　治(84) 礼　子 上東田沢

津　嶋　輝　治(71) 千枝子 浜 子

三津谷　市　藏(90) キサ子 浅 所

𠮷　田　　東　　　野 辺 地 町

伊瀬谷　文　那　　藤 沢

辻　村　大　公　　東 沼 館

今　野　　咲　　　秋 田 県

三津谷　浩　志　　間 木

阿　保　美　波　　第 ２ 口 広
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『わたしの好きなひらない』

写真をお待ちしております
　住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、Ｅメールで送
信するか、郵送または役場総務課へ直接持参ください。

問 役場　総務課　企画政策係
　℡７５５ー２１１１(内線230)
　メール　kikakuseisaku@town.hiranai.aomori.jp
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◇投稿者
　牧野　俊之さん(青森大学事務局)
◇撮影場所
　浅所海岸　

　昨年３月、青森大学と平内町が
包括的連携協定を締結したことが
きっかけで平内町を訪れる機会が
増えました。
　浅所海岸は絶好の撮影スポット。
時間を忘れてカメラを構えました。
町内の方は日の出や夕焼け、日没
後の就寝の様子など様々なシチュ
エーションを気軽に撮影すること
ができます。とても羨ましいです。
ぜひカメラを片手に浅所海岸を楽
しんでください。

◇投稿者より◇

平成27年　平内町消防団出初式

◆平内町長表彰
　※優良分団(４分団)
　▽第一中隊　内童子分団
　▽第二中隊　外童子分団
　▽第三中隊　浦　田分団
　▽第三中隊　稲　生分団

◆平内町消防団長表彰
　※優良消防団員章（７名）
　▽小　湊分団　船　橋　飛雄馬
　▽東田沢分団　笹　原　圭　一
　▽東田沢分団　柴　田　一　仁
　▽浜　子分団　工　藤　慎太郎
　▽口　広分団　阿　部　尚　樹
　▽山　口分団　伊瀬谷　信　長
　▽稲　生分団　大　山　　　理

　１月６日(火)、平成27年平内町消防団出初式が
執り行われ、総指揮者である豊島昇団長をはじめ、
管内18分団と大和山自衛消防協力隊の約360名が
参加し、今年一年の防火・防災を誓いました。
　当日は、晴れ間が広がり、消防団員は身の引き
締まる思いで観閲者である船橋町長による人員や
服装、機械器具の点検を受けました。点検が済むと、
山口分団ラッパ隊の吹奏で、豊島団長を先頭に堂々
とした分列行進が行われました。
　その後、第２会場の勤労青少年ホームに移動し
物故消防団員に対する黙祷が捧げられ、「まとい組」
による勇壮なまとい振りに続き優良分団と優良団
員の表彰が行われました。

『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』


